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ハワイの Ｍａｒｙｋｎｏｌｌ Ｓｃｈｏｏｌ（マリノールスクー

ル）の高校生と共同研究に取り組む、探究科の１年
次生２人が、研究に向けたミーティングを１月２０
日（土）に行いました。日本時間の午前１０時からオ
ンラインでミーティングを開始しましたが、日本と
の時差は大きく、ハワイでは１月１９日（金）の午後
３時でした。このたびのミーティングでは、３人が
興味をもった出来事を互いに紹介しました。本校の
生徒は、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（Ｊ
ＡＸＡ）が９月７日（木）に種子島宇宙センターから

打ち上げた小型月着陸実証機「ＳＬＩＭ」が、ミーティ
ングが始まるおよそ８時間前に月に着陸したことを英
語で紹介することができました。 
ミーティングでは、これから取り組む研究テーマを絞

るため、環境問題についてディスカッションしました。
これにより、次回のミーティングでは、それぞれの国で
プラスチックの使用を控えるために実践されているプ
ラスチックフリーの取組についてポスターにまとめ、互
いに送付して検討することにしました。 

 

 
普通科２年次の文系コースを対象とし

た芸術科の書道Ⅱの授業において、国語
科とのユニットカリキュラムを１月２３
日（火）に実施しました。書道Ⅱの授業で
取り上げた、万葉集第１６巻の３８０３
番歌は、詠み人知らずの和歌で「隠(こも)
りのみ恋ふれば苦し山の端(は)ゆ出で来
る月の顕(あらわ)さばいかに」と詠われ

ています。
国語科の教
員による和歌の解説により、生徒は和歌に込められた心情を理
解しながら、散らし書きの草稿を考えることに挑戦しました。 
また、１月３１日（水）に２年６組で、２月６日（火）に

２年５組で行った公民科の公共の授業において、信用創造の
しくみを扱い、数学科とユニットカリキュラムを実施しまし
た。信用創造とは、それぞれの銀行が社会的な信用を背景に、

預金残高を超えた金額を扱うことができ
るしくみで、これにより社会全体の通貨
の流通量を増加させることができます。
教科書には、数式で信用創造により扱え
る預金総額を求める方法が示されてお
り、この数式の扱い方を数学科の教員が
解説しました。このたびの授業により、
生徒は、数学が生活の中で生かされてい
ることを知る機会となりました。 

第９０号 

探究科 

普通科 

ハワイの高校生とミーティングを行う本校の生徒 

ハワイの高校生にＳＬＩＭを紹介 

探究科 

普通科 

和歌に込められた心情について理解を深める生徒 

散らし書きの草稿を考える生徒 

数式を使って、信用創造のしくみの理解に挑戦する生徒 



 

は普通科を、 は探究科を対象としたプログラムです。 普通科 探究科 

第９０号        令和６年(2024年)２月２８日（水）発行  山口県立下関西高等学校 

 

 
２月６日（火）のディ

ベート・ディスカッショ
ンⅠの授業において、人
文社会科学科の２年次生
１８人が６つの班に分か
れて、英語を用いたプレ
ゼンテーションに挑戦し
ました。このたびのプレ
ゼンテーションのテーマ
は「難民」で、生徒はこれ
まで調べた結果をスライドにまとめ、３分間で発表しました。 
発表では、難民の定義や難民になってしまう原因を紹介するとともに、近年課題となっ

ている偽装難民について考察し、発表した班がありました。また、国連難民高等弁務官事
務所（以下、「ＵＮＨＣＲ」という。）の活動を紹介した班や、かつてＵＮＨＣＲで国連難
民高等弁務官を務められた 緒方 貞子 さんがクルド難民を支援するために行った活動
を解説した班もありました。人文社会科学科の２年次生にとっては、英語でプレゼンテー
ションを行う活動は、これで２回目となりました。前回の発表に比べ、スライドに示した
キーワードをもとに説明するなど、プレゼンテーションの技術の向上がみられました。伝
わるプレゼンテーションを目指し、これからも表現力を向上させてください。 

 

 
塩野直道記念算数・数学の自由研究

作品コンクール第１１回（２０２３）
において、最終審査に出場することが
できた探究科３年次の数学２班が、第
８ブロック（中国・四国地方）の予選
において敢闘賞を受賞した旨の連絡を
いただきました。本コンクールは、一
般財団法人理数教育研究所が主催する
もので、当該研究所の設立にかかわっ
た新興出版社啓林館の担当の方が、このたびの入賞を知らせるため、本校に来校されまし
た。担当者の方によると高等学校の部では山口県からの出品は初めてのことであり、数学
班の作品は、第８ブロックの審査員を務められた大学の先生方からも高く評価され、最終
審査に進むことができたようです。本コンクールは、日常生活や社会で感じた疑問を数学
の力を活用して解決し、その結果をレポートにまとめて応募するものです。担当の方から、
令和６年度の作品の受付期間は、８月２０日（火）から９月６日（金）までと御案内いた
だきました。一人で取り組む個人研究でも応募できますので、探究科に限らず普通科のみな
さんも春季休業や夏季休業を利用して、身近な課題を数学で解決し、応募してみませんか。 

 

 
第３４回日本数学オリンピックの予選に参加した普通科の２年次生

が、福岡地区の地区表彰を受賞しました。地区表彰は、受験したそれ
ぞれの地区において、上位約１０％の成績を収めた高校生に贈られる
ものです。北九州市の福岡県立小倉高等学校で受験した本校の生徒は、
福岡地区の受験者２９２人のうち、２７位以内の成績を収め、このた
びの受賞につながりました。残念ながら、福岡地区から本選に出場し
た１０人には届きませんでしたが、このたびの経験を生かし、数学を
用いて様々な課題解決に挑戦してください。 
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